
右の図で，四角形ＡＢＣＤと面積が等しい△ＣＤＥ

を作図しなさい。ただし，点ＥはＣＢの延長上にあ

るものとする。

右の図で，ＡＤ   ＢＣの台形ＡＢＣＤの辺ＢＣ上に点Ｅをとり，

ＡＣとＤＥの交点をＦとするとき，次の三角形と面積の等しい三

角形はどれか答えなさい。

台形に，対角線についての条件を加えて，特別な四角形に変えていくとき，その条件にあ

てはまるものを   ～   より選びなさい。

①　△ＡＥＤ

 対角線が等しい。  対角線が垂直に交わる。

 対角線がそれぞれの中点で交わる。

②　△ＡＥＦ

下の図の □ＡＢＣＤで，対角線ＢＤ上に点Ｐをとるとき，△ＡＤＰ＝△ＣＤＰであることを証

明しなさい。

下の図のように，長方形が折れ線ＡＢＣで２つの部分   ，  に分かれている。   ，  の面

積を変えずに，点Ｃを通る直線で２つの部分に分けるとき，その直線を作図しなさい。

ＯＡ＝ＯＣより，底辺の長さが等しいから，

△ＡＤＯ＝△  
△ＡＰＯ＝△ 

また，△ＡＤＰ＝△ＡＤＯ－△  
△ＣＤＰ＝△ＣＤＯ－△  

①，②，③，④より，△ＡＤＰ＝△ 
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ＡＤを底辺と考える。
高さが等しいので，
△ＡＥＤ＝△ＡＣＤ

△ＡＥＦ＝△ＡＥＣ－△ＦＥＣ
△ＤＣＦ＝△ＤＥＣ－△ＦＥＣ
△ＡＥＣ＝△ＤＥＣより，△ＡＥＦ＝△ＤＣＦ

点Ａを通りＤＢに平行な直線と，ＣＢの延長との交点がＥと
なる。

点Ｂを通りＡＣに平行な直線と，点Ａがある辺との交点をＤとすると，
点ＣとＤを結べば，△ＡＣＢ＝△ＡＣＤとなる。


